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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・　最近、情報収集が確実に出来ていますか？自分のチーム又は担当患者様だけではなく、毎日の各自での情報収集を欠かさず行っていきましょう。

・　6月～8月中のカンファレンス内での勉強会を行えていないスタッフは、早急に行うようにしましょう。

・　南病棟に中庭で使用するパラソルが届いています。保管場所は、南病棟エレベーター前ホールですので、リハビリテーションプログラムで使用していきましょう。

· 9/12（月）の欠席者部署懇談会に出席された方は、9/18（日）までに松橋SGMまで会費

２５００円を支払うようにして下さい。

　

･　勤務変更がありますので、各自確認し協力していきましょう。

・　川端Drは、13:30まで不在となりますので、緊急時には川端Drの携帯に連絡をお願いします。
･　書類関係の〆切が近づいています。各自確認をし、提出・処理をしていきましょう。

　＊　転倒・転落アセスメント　　⇒　9/15（木）まで

　＊　上半期病棟事業　　　　　　⇒　9/17（土）まで

　＊　医療福祉学会の抄録再提出　⇒　9/20（火）まで

　＊　中間サマリー・二軸評価・ケアプロセス　　⇒　9/20（火）まで

＜ふれあい秋祭りについて＞

実施日　：９月１７日（土）　雨天時、決行

開催時間：１１：００～１６：００まで

実施内容：演芸、展示、体験、屋台、アドベンチャー、施設案内

　【注意事項】

・服装について→患者様の誘導についているスタッフは、Ｔシャツ（色は、白・黒・紺）

　　　　　　　　ズボン（色は、黒・紺・ジーンズは破れていないもの）とします。

・スタッフ付き添いの必要な患者様については、⑤グループに分け、看護・介護スタッフ

　１名づつ付くようにスケジュールを組んでありますので、各自確認し周知して下さい。

＜患者様連絡事項＞
･菊地　明子様～眼精疲労続いている事から、サンコバ点眼液が１本処方となっています。

　　　　　　　引き続き目の疲れ等確認していきましょう。　　　　　　　

　

･田名部　浩平様～本日、母様の面会があり、お小遣い１５０００円と差し入れを受け取られています。定期的な外出・泊をすすめていますが、今回は外出へ連れて行けるとの事で、後日御家族より日時の連絡が入る事になっています。

･大上　なみ様～本日、兄嫁様の面会あり、お小遣いを受け取られています。スタッフより、今後外出・泊について確認すると忙しくて連れて行けないとの事。更に本人へお正月外泊も出来ない事を伝え理解されています。兄嫁様から、現在喫煙していないのなら、小遣いを減らしてもいいかと本人へ要望されていました。今後、担当スタッフは本人と話し合い小遣い銭の金額について検討していきましょう。

･大釜　万知様～主治医より、毎週月曜日の朝に行っている腹囲測定の測定の仕方を徹底するよう、指示がありました。
　　　＜腹囲測定の仕方＞　①　立った姿勢で

　　　　　　　　　　　　　②　へその周りを平行に

3 息を吐いた時に

測定する。

　　　＜腹囲を測定する場所＞

　　・肋骨の下と前上腸骨棘のライン間の中心で






・菊地　明子様～９／１４（水）からの定期薬より、精神神経用剤（フルボキサミン）２Ｔ

　　　　　　　　２×ｎｄＥ（朝・夕）→１Ｔ　１×ｎｄＥ（夕）へ減薬となっています。

　　　　　　　　引き続き、精神状態の観察をしていきましょう。

＜田名部Ｄｒケースカンファ・診察＞

・菊地　明子様～気分の落ち込みや眠気、下肢のムズムズ感を訴える事は少なく気分安定し経過しています。

　　　　　診察→青山荘入所について、不安を訴えてはいますが切迫した様子は無く、主治医より、社会復帰への過程として適切な方向性であると説明受け、素直に話を聞かれています。

・倉橋　生子様～素っ気無さや声高さ等気分変動は続いています。他者とのトラブルには至りませんが、引き続き、精神状態の観察、言動に注意して行きましょう。陰部からの出血に関しては、臨時薬　止血剤（アドナ）と鉄剤（フェニレン）を服用されています。現在、出血は少量のみとの事ですが、引き続き、陰部の出血の有無、状況を観察していきましょう。９／１４（水）スタッフ付添いにて他科受診をする予定である事を情報提供しています。

　　　　診察→主治医より、陰部からの出血時の自覚症状を聞かれ、「一瞬ふらっとする」感じや、腹部の辺りが重苦しい感じがあるが疼痛はないと本人話されています。

　　　　　　　診察時は拒否的となる事はなく終了しています。

・飯豊　信雄様～9/8の日中に整髪について声掛けに、「朝やった。俺の髪を盗っただろ」と発言聞かれた事を情報提供しています。
　　　　診察→本人へ、「髪を盗ったと言っていたが、大丈夫かな」に、気にしていないと話され被害的発言聞かれずに診察終了しています。引き続き、精神症状の変化を観察していきまよう。

・林　田鶴子様～会話調の独語聞かれ、内容を問うと話したがらない様子みられています。体感幻覚に関しての訴えは聞かれず、日課へ支障はなく取り組まれている事を情報提供しています。

　　　　診察→主治医へ、妄想めいた発言を話されている事がありますが、疎通はスムーズに取れています。又、体感幻覚に絡んだ発言は聞かれています。






















